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新
庁
舎
建
設
の
推
進
に
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市政ひろば

財
政
へ
の
影
響

財
政
負
担
で
増
税
や
福
祉
・
教
育
予
算

に
影
響
し
な
い
の
か
。

◆　

新
庁
舎
建
設
は
、
で
き
る
だ
け
将
来
へ

の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
既
存
の
中
央
庁

舎
周
辺
の
市
有
地
と
現
庁
舎
の
一
部
を
利
活

用
す
る
こ
と
で
約
25
億
円
の
費
用
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
建
設
費
は
、
合
併
後
10
年
を
期

限
に
認
め
ら
れ
て
い
る
合
併
特
例
債
（
有
利

な
起
債
）
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
市
か
ら
の

持
ち
出
し
は
建
設
時
約
２
・
１
億
円
と
、
償

還
時
（
25
年
償
還
）
約
９
億
円
で
合
計
約

11
億
円
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

市
の
財
政
健
全
化
計
画
（
平
成
19
年
２

月
策
定
）
に
は
、
新
庁
舎
建
設
で
19
億
円

の
起
債
を
見
込
ん
で
い
ま
し
た
が
、
今
回

の
計
画
で
は
免
震
構
造
、
環
境
に
や
さ
し

い
グ
リ
ー
ン
庁
舎
の
採
用
な
ど
で
約
４
億

円
増
額
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
地
方
自

治
体
の
財
政
健
全
化
の
指
標
と
な
る
「
実

質
公
債
費
比
率
」
に
つ
い
て
は
、
今
回
の

新
庁
舎
建
設
に
合
併
特
例
債
を
活
用
す
る

こ
と
で
、
そ
の
影
響
は
微
増
と
の
結
果
と

な
り
、
健
全
化
に
支
障
を
き
た
さ
ず
、
ま
た
、

増
税
を
行
う
こ
と
な
く
、
福
祉
・
教
育
な

ど
の
施
策
も
こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
で
き

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
合
併
特
例
事
業
債
」は
将
来
的
に
財
源

補
填
が
補
償
さ
れ
る
の
か
。

◆　

南
あ
わ
じ
市
は
、「
市
町
村
の
合
併
の

特
例
に
関
す
る
法
律
（
旧
法
）」
に
基
づ
い

た
新
市
合
併
で
あ
り
、
財
源
の
補
填
は
こ
の

法
律
に
よ
り
補
償
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
庁
舎
の
必
要
性

今
あ
る
分
庁
舎
の
ま
ま
で
は
、な
ぜ
い

け
な
い
の
か
。

◆　

現
在
、
５
つ
の
分
庁
舎
11
棟
の
建
物
が

あ
り
、
そ
の
内
、
約
６
割
の
建
物
が
昭
和

56
年
改
正
の
建
築
基
準
法
以
前
の
建
物
で
あ

る
こ
と
か
ら
新
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
お
ら

ず
、
修
繕
費
も
年
々
増
加
傾
向
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
今
後
予
想
さ
れ
る
東
南
海
・

南
海
地
震
等
に
対
す
る
市
と
し
て
の
防
災
拠

点
の
整
備
が
必
要
で
す
。

　

庁
舎
が
５
つ
に
分
散
し
て
い
る
こ
と
で
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
内

容
に
よ
り
、
庁
舎
間
を
移
動
し
て
も
ら
う
な

ど
の
不
便
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
市
の
定
員
適
正
化
計
画
に
よ
る

平
成
30
年
の
職
員
数
の
目
標
５
０
０
人
を
達

成
す
る
足
か
せ
に
も
な
っ
て
お
り
、
職
員
数

削
減
、
組
織
の
効
率
化
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
ひ
と
つ
の
庁
舎
に
集
約
す
る
こ

と
で
人
員
削
減
や
維
持
管
理
費
の
さ
ら
な
る

効
果
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

新
庁
舎
が
計
画
さ
れ
る
中
央
庁
舎
周
辺

は
洪
水
等
災
害
の
心
配
は
な
い
の
か
。

◆　

南
あ
わ
じ
市
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
は
、

概
ね
60
年
に
１
回
程
度
の
大
雨
で
三
原
川
の

氾
濫
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
中

央
庁
舎
周
辺
は
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
区
域
に
は

入
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
活
断
層
も
な
い
と

こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

分
庁
舎
の
跡
地
活
用

分
庁
舎
が
無
く
な
れ
ば
地
域
が
寂
れ

る
。跡
地
の
利
活
用
方
策
は
あ
る
の
か
。

◆　

分
庁
舎
の
土
地
・
建
物
は
、
原
則
売
却

や
取
り
壊
し
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
耐

震
基
準
を
満
た
し
て
い
る
も
の
は
公
共
的
団

体
へ
の
利
活
用
や
企
業
の
誘
致
、
医
療
・
保

健
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
へ
の
利
活
用
な
ど
の
資

産
活
用
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

分
庁
舎
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
中
心
的
な

建
物
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
周
辺
と
の
調
和
や

地
域
の
活
性
化
を
地
域
の
皆
さ
ま
と
と
も
に

協
議
し
進
め
ま
す
。

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー（
仮
称
）

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
補
完
に
つ
い
て
。

◆　

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
❶
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
❷
地
区
公
民
館
活

動
の
継
続
❸
市
役
所
窓
口
サ
ー
ビ
ス
を
補
完

す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

特
に
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
補
完
機
能
は
、
現

在
、
南
淡
地
域
の
連
絡
所
で
行
っ
て
い
る
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
市
内
小
学
校
区
（
辰
美
地
区

は
旧
校
区
）
に
潮
美
台
地
区
を
加
え
た
21
か

所
の
平
準
化
を
目
指
し
、
住
民
票
や
印
鑑
登

録
証
明
書
、
戸
籍
謄
抄
本
の
交
付
や
税
、
手

数
料
の
納
付
書
に
よ
る
預
か
り
業
務
を
行
い

ま
す
。
住
民
票
や
印
鑑
登
録
証
明
書
等
は
、

翌
日
交
付
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
が
、
電
話

予
約
に
よ
る
受
付
等
を
行
い
市
民
の
皆
さ
ま

の
利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

現
在
の
地
区
公
民
館
の
改
修
に
つ
い
て
。

◆　

公
民
館
で
窓
口
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
支
援
を
実
施
す
る
た
め
に
、
新
庁
舎
建

設
基
本
設
計
で
、
21
か
所
の
地
区
公
民
館
等

の
改
修
や
増
築
の
必
要
性
な
ど
を
調
査
し
、

各
施
設
に
応
じ
た
整
備
を
計
画
し
ま
す
。

そ
の
他

新
庁
舎
建
設
工
事
は
、地
元
業
者
が
入

札
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

◆　

基
本
設
計
や
実
施
設
計
、
工
事
は
可
能

な
範
囲
で
地
元
業
者
や
市
内
業
者
が
関
わ
れ

る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

新
庁
舎
建
設
の
住
民
投
票
を
行
う
考
え
は
。

◆　

一
般
的
に
地
方
自
治
体
は
、
議
会
制
民

主
主
義
（
間
接
民
主
制
）
に
基
づ
き
、
運
営

が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
運
営
は
直
接
選
挙
で
選
ば
れ
た

市
長
や
議
会
（
市
議
会
議
員
）
が
対
等
の
機
関

と
し
て
、
市
の
運
営
の
方
針
決
定
（
議
決
）
や

そ
の
執
行
の
監
視
を
行
う
二
元
代
表
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
市
の
提
案
と
議
会
の

議
決
を
尊
重
す
る
こ
と
と
し
、
新
庁
舎
建
設
に

か
か
る
住
民
投
票
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
（
案
）
の
住
民
説

明
会
を
４
月
か
ら
５
月
に
わ
た
り
、
市
内
21

地
区
及
び
各
種
団
体
の
総
会
等
で
実
施
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
協
力
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

説
明
会
で
は
、
色
々
な
ご
要
望
や
ご
意
見

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
財
政
健
全
化
計
画
と

の
整
合
性
、
華
美
な
庁
舎
に
な
ら
な
い
こ
と
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
に
な
ら
な
い
か
、
ア

ク
セ
ス
の
確
保
や
高
齢
化
へ
の
対
策
、
分
庁

舎
の
跡
地
利
用
方
法
、
職
員
の
資
質
向
上
へ

の
努
力
な
ど
、
真
摯
に
受
け
止
め
少
し
で
も

計
画
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

合
併
以
来
、
少
子
対
策
の
総
合
的
な
推
進

と
併
せ
て
、
情
報
・
防
災
等
に
お
け
る
地
域

の
格
差
是
正
を
目
的
に
、
合
併
特
例
債
を
活

用
し
た
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
、
小
中
学
校

耐
震
化
１
０
０
％
な
ど
基
本
的
な
大
型
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
行
財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
き
各
種

計
画
の
策
定
実
施
や
積
極
的
な
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
な
ど
に
よ
り
、
平
成
23
年
度
の

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
均
衡
が
図
ら
れ
る
目
処
が

立
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
な
ぜ
新
庁
舎
が
必
要
か
に
つ
き
ま
し
て

は
、
❶
５
庁
舎
11
棟
の
中
で
新
耐
震
基
準
が

満
た
さ
れ
て
い
な
い
建
物
が
約
６
割
あ
る
と

と
も
に
、
老
朽
化
が
目
立
ち
、
東
南
海
・
南

海
地
震
へ
の
対
応
を
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
、
❷
複
数
の
担
当
課
に
わ
た
る
事
務

を
市
民
の
皆
様
が
各
庁
舎
を
回
る
の
で
は
な

く
、
１
か
所
で
対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
と

と
も
に
、
行
財
政
改
革
に
よ
り
、
コ
ス
ト
削

合
併
後
10
年
で
あ
り
、
平
成
26
年
度
完
了

が
期
限
で
あ
る
た
め
、
こ
れ
を
逃
す
と
市
単

独
で
経
費
を
捻
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
、
❹
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
や
厳
し
い

経
済
環
境
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
叫

ば
れ
る
中
、
地
域
の
連
帯
を
深
め
新
た
な
市

の
活
力
を
生
み
出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
行

政
主
導
で
は
な
く
、
市
民
の
才
能
を
最
大
限

に
発
揮
い
た
だ
く
た
め
、
市
内
21
小
学
校
区

を
基
準
と
し
た
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
を
設
置

し
、
行
政
が
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か

な
い
よ
う
簡
易
な
窓
口
業
務
や
活
動
支
援
体

制
を
整
え
、
多
様
性
や
独
自
性
の
あ
る
地
域

が
自
ら
「
地
域
づ
く
り
計
画
」
を
策
定
し
、

市
民
同
士
が
支
え
合
い
、
き
め
細
か
な
活
動

を
推
進
す
る
時
代
が
や
っ
て
き
た
こ
と
な
ど

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
長
期
的
に
考
え
ま
す
と
、
淡
路
島
３

市
の
合
併
の
可
能
性
を
捉
え
、
各
市
に
は
核
と

な
る
庁
舎
が
必
要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

合
併
前
に
お
け
る
新
市
建
設
計
画
策
定
に

至
る
議
論
や
、
２
年
余
り
に
わ
た
る
庁
舎
等

公
共
施
設
整
備
検
討
委
員
会
の
議
論
か
ら
得

た
答
申
、
熟
慮
に
熟
慮
を
重
ね
た
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
（
案
）
の
策
定
、
各
地
区
説
明

会
で
の
ご
意
見
な
ど
を
踏
ま
え
、
ふ
る
さ
と

南
あ
わ
じ
市
の
首
長
と
し
て
、
新
庁
舎
建
設

の
推
進
を
英
断
し
、
よ
り
よ
き
新
庁
舎
建
設

に
向
け
た
基
本
設
計
、
実
施
設
計
作
成
へ
繋

げ
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
南

あ
わ
じ
市
の
将
来
を
総
合
的
に
考
慮
い
た
だ

き
、
格
段
の
ご
理
解
と
ご
尽
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　４月16日（金）～５月17日（月）にかけて、市内21地区で行いました住民説明会では、

多数の方々にご参加いただきありがとうございました。

　各説明会場で色々なご意見・ご要望をいただきました。その中から主だった意見に対

する「新庁舎建設の基本的な考え方」をご報告させていただきます。

新庁舎建設の
　　　　　基本的な考え方

市内21地区で基本計画（案）説明会が終了

市内21地区で基本計画（案）説明会が終了

減
や
市
職
員
の
削
減
を

効
率
的
に
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
、（
行

革
の
断
行
や
新
庁
舎
建

設
に
よ
り
、
合
併
時
の

人
件
費
と
比
較
し
て
年

間
約
10
億
円
の
削
減
が

実
現
し
ま
す
）
❸
合
併

の
特
例
に
よ
り
事
業
費

の
約
３
分
の
２
の
費
用

が
国
か
ら
交
付
さ
れ
る

合
併
特
例
債
の
期
限
が

▲住民説明会の冒頭で新庁舎建設の趣
旨を説明する中田市長

合
併
特
例
事
業
債

財
政

分
庁
舎

災
害

分
庁
舎
の
跡
地

住
民
票
等
の
交
付

地
区
公
民
館

建
設
工
事

住
民
投
票

新
庁
舎
建
設
基
本
計
画（
案
）に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

問
市
長
公
室
☎
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